
第 9回国際会議 MLMI 2026 を立教大学で開催しました 

立教大学大学院人工知能科学研究科は、2026 年 7月 17 日 金） から 20 日 金月 にかけて、

「The 9th International Conference on Machine Learning and Machine Intelligence金MLMI 

2026 」を開催しました。 

MLMI は、機械学習・人工知能分野における最新の研究成果を発表し、国内外の研究者・技

術者が活発な議論を行う国際会議です。本会議には、日本をはじめアジア、北米など世界各

国から研究者・学生が参加し、人工知能に関する最先端の研究成果や今後の展望について活

発な意見交換が行われました。 

 

開会式 

7 月 18 日金土 に開催された開会式では、立命館大学の陳延偉教授が司会を務め、本研究

科の内山泰伸教授が歓迎の挨拶を行いました。 

内山教授は、世界各国から集まった参加者を歓迎するとともに、本会議が国際的な研究交流

をさらに深め、新たな共同研究や学術連携の契機となることへの期待を述べました。 



 

続いて、MLMI Conference Chair である陳延偉教授より開会挨拶が行われ、本会議の開催

に携わった関係者への謝意とともに、人工知能分野における国際的な学術交流の重要性に

ついて紹介されました。 

 

基調講演 

基調講演では、人工知能分野を代表する研究者による講演が行われました。 

• 香港城市大学のDapeng Wu教授 金IEEE Fellow は、「AI Psychology: A New Discipline 

for Understanding and Cultivating Artificial Minds」と題し、AI 心理学という新しい

研究分野について講演しました。  



 

• シンガポール南洋理工大学の Xudong Jiang 教授金IEEE Fellow は、「The Critical 

Role of Convolution in Machine Learning and Attention in Artificial Intelligence」と

題し、機械学習における畳み込み技術と人工知能における Attention 機構の役割に

ついて紹介しました。  

 

• 香港中文大学金深圳 のMinghua Chen 教授金IEEE Fellow は、「Machine Learning 

for Real-Time Optimization under Hard Constraints」と題し、厳しい制約条件下で

のリアルタイム最適化への機械学習の応用について講演しました。  



 

招待講演・研究発表 

招待講演では、多様な研究分野における最新成果が紹介されました。 

華僑大学の Jian Song 准教授は、自己教師あり学習やVision-Language Learning を活用した

医用画像診断について講演し、AI の医療応用に関する最新の研究成果を紹介しました。 

また、Virginia Tech の Sook Shin 助教は、コンピュータビジョンを活用した家畜体重推定

技術について講演し、スマート農業へのAI 活用事例を紹介しました。 

このほか、一般講演やポスター発表では、機械学習、コンピュータビジョン、最適化、生成

AI など幅広いテーマについて活発な議論が行われ、参加者間の国際的な研究交流が一層深

められました。 

 



 

 

国際研究交流のさらなる推進へ 

MLMI 2026 は、本研究科が主催する国際会議として、世界各国の研究者が最新の研究成果

を共有し、新たな学術交流や共同研究の可能性を広げる貴重な機会となりました。 

立教大学大学院人工知能科学研究科では、今後も国際的な研究ネットワークの構築と学術

交流を積極的に推進し、人工知能分野の教育・研究の発展と社会への貢献に取り組んでまい

ります。 

 


